










要約:和歌山県下で 1995 年・ 96 年の 2 年間に病院、保健所、児童相談所が関与した被虐

待児症候群例について第 3 回実態調査を行った。95 年単年 27 名、96 年単年 43 名の計 70

名であった。93 年までに関与した第 1 回実態調査 75 名(93 年単年 35 名)と比較すると、

第 3回調査で年長児の占める割合、児童相談所が関与する割合、性的虐待、および虐待者

として父親の関与の割合の増加と、宗教(オウム真理教)信者の子どもの心理的虐待の出現

などの変化がみられた。94 年からの 5 年間の被虐待児対策活動から得られた現場の対応

について問題点の調査を行ない、対応策のコンセンサス作りをめざした。また、虐待発生

予防の目的で、ハイリスク群について保健所を中心に積極的な援助活動を行った結果、虐

待に進展した割合は被虐待児の再発頻度よりも低いという結果が得られた。


